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歯
周
病
は
、プ
ラ
ー
ク（
歯

垢
）
中
の
歯
周
病
菌
が
ハ
グ

キ
に
炎
症
を
起
こ
し
、
周
り

の
組
織
が
破
壊
さ
れ
て
い
く

感
染
症
で
、
歯
科
医
院
で
歯

を
抜
く
理
由
の
３
分
の
１

を
占
め
、
成
人
の
約
７
割

が
罹
患
し
て
い
る
。
歯
周

病
の
原
因
で
あ
る
歯
周
病

菌
は
従
来
、
歯
周
プ
ラ
ー

ク
に
存
在
す
る
と
さ
れ
て

い
た
が
、
近
年
の
研
究
で

プ
ラ
ー
ク
だ
け
で
な
く
ハ

グ
キ
細
胞
の
中
に
も
侵
入

し
、
潜
伏
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
グ
キ
細
胞
に
潜
む
歯

周
病
菌
は
、
唾
液
中
の
殺

菌
成
分
や
ハ
ミ
ガ
キ
の
殺
菌

剤
な
ど
か
ら
逃
れ
、
歯
周
病

の
リ
ス
ク
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
サ
ン
ス
タ

ー
で
は
、
歯
周
病
菌
が
ハ
グ

キ
細
胞
へ
侵
入
す
る
の
を
防

ぐ
「
ブ
ロ
ッ
ク
殺
菌
処
方
」

を
開
発
し
、
ガ
ム
・
ウ
ェ
ル

プ
ラ
ス
シ
リ
ー
ズ
の
デ
ン
タ

ル
ペ
ー
ス
ト（
医
薬
部
外
品
、

ハ
ー
ブ
ミ
ン
ト
・
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ク
ー
ル
、
１
２
５
ｇ
各

４
５
０
円
）
と
、
デ
ン
タ
ル

リ
ン
ス
（
同
、
ス
ッ
キ
リ
爽

や
か
タ
イ
プ
・
低
刺
激
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
タ
イ
プ
、
４
５

０
mL
８
５
０
円
、
９
０
０
mL

１
２
５
０
円
）に
採
用
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
シ
リ
ー
ズ
の

デ
ン
タ
ル
ペ
ー
ス
ト
と
デ
ン

タ
ル
リ
ン
ス
に
は
、
歯
周
病

菌
の
潜
伏
先
で
あ
る
菌
の
か

た
ま
り
の
分
散
を
助
け
る

「
分
散
成
分
」
を
新
た
に
配

合
。「
菌
の
か
た
ま
り
分
散
」

と
「
ブ
ロ
ッ
ク
殺
菌
」
の
Ｗ

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
効
果

的
に
歯
周
病
菌
を
殺
菌
し
、

歯
周
病
を
防
ぐ
と
い
う
。

　

ガ
ム
・
ウ
ェ
ル
プ
ラ
ス
シ

リ
ー
ズ
で
は
こ
の
ほ
か
、
粘

着
性
の
あ
る
歯
周
プ
ラ
ー
ク

を
ザ
ラ
ザ
ラ
毛
先
と
極
細
毛

先
で
し
っ
か
り
と
ら
え
て
か

き
出
し
、
奥
歯
が
磨
き
や
す

い
ロ
ン
グ
ネ
ッ
ク
と
歯
科
医

が
推
奨
す
る
エ
ン
ピ
ツ
持
ち

に
適
し
た
多
面
ハ
ン
ド
ル
設

計
の
デ
ン
タ
ル
ブ
ラ
シ
（
全

４
品
各
３
３
０
円
）
と
、
口

内
環
境
を
整
え
る
「
食
べ
る

オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
タ
ブ
レ
ッ

ト
」（
６
粒
５
５
０
円
、
24

粒
１
７
０
０
円
）
を
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

受
賞
に
あ
た
っ
て
は
、
従

業
員
意
識
調
査
の
結
果
の
向

上
や
残
業
時
間
の
削

減
、
市
場
か
ら
の
評

価
の
向
上
な
ど
が
総

合
的
に
評
価
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
自

組
織
の
課
題
抽
出

や
、
組
織
ビ
ジ
ョ
ン

を
自
分
ご
と
化
す
る

た
め
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
結
成
と

い
う
３
点
に
取
り
組

み
、「
自
身
が
社
会

に
対
し
て
ど
ん
な
価

値
を
提
供
し
た
い
か
」
と
い

う
問
い
を
も
と
に
自
身
の
価

値
観
と
向
き
合
い
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
。「
若

者
の
キ
ャ
リ
ア
観
醸
成

応
援
」「
カ
ム
バ
ッ
ク

制
度
等
の
立
案
検
討
」

「
シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍

支
援
企
画
」「
社
内
の

つ
な
が
り
創
出
」
と
い

う
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
で
企
画

を
実
行
し
た
。
ま
た
、

取
り
組
み
を
通
し
て
社

会
や
市
場
に
目
を
向
け

る
こ
と
を
常
に
意
識

し
、
外
部
と
の
共
創
イ

ベ
ン
ト
や
、
他
社
や
法

人
団
体
へ
の
情
報
収
集
を
行

う
な
ど
、
組
織
内
に
と
ど
ま

ら
ず
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
従
業
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
コ
ア
が
２

０
１
５
年
の
36
・
５
％
か
ら

２
０
１
９
年
に
は
58
・
０
％

と
大
き
く
上
昇
す
る
と
と
も

に
、「
自
分
が
所
属
す
る
部

署
は
、
積
極
的
に
仕
事
を
改

革
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
」（
全
社
平
均

３
・
57
）
と
い
う
設
問
で
も

３
・
93
（
前
回
）
か
ら
４
・

ッ
ク
使
用
量
削
減
策
の
１
つ

と
し
て
紙
化
の
ニ
ー
ズ
が
増

加
し
て
お
り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト

チ
ュ
ー
ブ
に
お
い
て
も
化
粧

品
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
メ
ー
カ

ー
な
ど
か
ら
紙
化
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｎ
Ｐ
は
、「
持
続
可
能

な
原
料
調
達
」「
Ｃ
Ｏ
２

の

削
減
」「
資
源
の
循
環
」
と

い
う
３
つ
の
方
針
に
基
づ

き
、
循
環
型
社
会
の
実
現
・

環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
げ

る
環
境
配
慮
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ

リ
ー
ズ
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
を
展

開
し
て
お
り
、
今
回
、
再
生

可
能
資
源
で
あ
る
紙
を
使
用

し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量

を
削
減
し
た
ラ
ミ
ネ
ー
ト
チ

ュ
ー
ブ
を
新
た
に
開
発

し
た
。

　

開
発
し
た
紙
仕
様
は
、

紙
の
も
つ
温
か
み
や
ナ

チ
ュ
ラ
ル
感
を
活
か
し

た
外
観
で
の
差
別
化
や
、

紙
が
も
つ
保
形
性
に
よ

り
、
最
後
ま
で
内
容
物

を
絞
り
出
し
や
す
い
と
い
う

使
用
性
の
向
上
も
可
能
で
、

さ
ら
に
紙
の
使
用
と
あ
わ
せ

て
、
バ
イ
オ
マ
ス
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
体
の
う
ち
約
75
％
を

植
物
由
来
材
料
で
代
替
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
は
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
チ

ュ
ー
ブ
の
み
な
ら
ず
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
使
用
量
の
削
減
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
を
目

指
し
、
紙
比
率
を
向
上
さ
せ

た
環
境
配
慮
製
品
の
開
発
を

進
め
て
い
く
。

　

サ
ン
ス
タ
ー
で
は
、
発
売

前
日
の
３
月
17
日
に
同
社
で

初
と
な
る
収
録
型
の
新
商
品

発
表
会
を
実
施
し
、
吉
岡
貴

司
社
長
が
サ
ン
ス
タ
ー
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「
人
生

１
０
０
年
時
代
、
お
客
様
に

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
の
重
要
性
を

よ
り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
お
口
の
健
康
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
全
身
の
健

康
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ

と
を
表
現
し
た
『
１
０
０
年

ｍ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ 

１
０
０
年
ｈ

ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
』
と
い
う
新
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
今
年
か
ら
発
信

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
理
念

を
具
現
化
す
る
第
１
弾
の
商

品
と
し
て
ガ
ム
・
ウ
ェ
ル
プ

ラ
ス
を
発
売
し
た
。
今
年
で

ガ
ム
ブ
ラ
ン
ド
は
誕
生
か
ら

30
年
を
迎
え
、
今
で
は
世
界

90
カ
国
で
販
売
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
の
ブ
ラ
ン
ド
売

上
高
は
６
８
０
億
円
に
の
ぼ

り
、
日
本
で
は
１
９
８
９
年

の
発
売
以
来
、
オ
ー
ラ
ル
ケ

ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
売
上
を
保

っ
て
い
る
。
今
回
発
売
す
る

新
シ
リ
ー
ズ
の
ガ
ム
・
ウ
ェ

ル
プ
ラ
ス
は
単
に
歯
周
病
菌

の
殺
菌
機
能
だ
け
で
は
な

く
、
歯
周
病
菌
の
細
胞
侵
入

を
防
ぐ
機
能
も
追
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
口
内
環
境
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
発

想
で
、
食
べ
る
オ
ー
ラ
ル
ス

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
発
売
し
、
オ

ー
ラ
ル
ケ
ア
か
ら
オ
ー
ラ
ル

ヘ
ル
ス
へ
と
新
し
い
オ
ー
ラ

ル
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
造
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

仮
屋
光
広
Ｇ
・
Ｕ
・
Ｍ
ブ

ラ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

「
ガ
ム
ブ
ラ
ン
ド
は
現
在
、

国
内
売
上
が
３
０
０
億
円
に

迫
る
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
て

い
る
。今
回
発
売
す
る
ガ
ム
・

ウ
ェ
ル
プ
ラ
ス
シ
リ
ー
ズ
を

通
じ
て
、
多
く
の
方
に
『
オ

ー
ラ
ル
ケ
ア
か
ら
オ
ー
ラ
ル

ヘ
ル
ス
へ
』
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

俳
優
の
阿
部
寛
を
起
用
し
た

新
Ｃ
Ｍ
を
３
月
19
日
か
ら
全

国
で
放
映
し
て
い
る
。

　

Ｇ
・
Ｕ
・
Ｍ
研
究
員
に
扮

す
る
阿
部
さ
ん
が
様
々
な
研

究
資
料
が
映
し
出
さ
れ
る
オ

ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
ラ
ボ
に
て
、

歯
周
病
菌
が
ハ
グ
キ
細
胞
に

侵
入
す
る
こ
と
を
紹
介
す
る

シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
新
Ｃ
Ｍ

で
は
、
歯
周
病
菌
を
ブ
ロ
ッ

ク
し
て
殺
菌
す
る
ガ
ム
・
ウ

ェ
ル
プ
ラ
ス
の
歯
周
病
予
防

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
る
。

　

サ
ン
ス
タ
ー
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
サ
ン
ス
タ
ー
）
は
３
月
18
日
、
オ
ー

ラ
ル
ケ
ア
で
歯
周
病
菌
と
た
た
か
う
「
Ｇ
・
Ｕ
・
Ｍ
（
ガ
ム
）」
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
、
オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
発
想
で
お
口
と
身
体
の
健
康
を
考
え
る
「
ガ
ム
・

ウ
ェ
ル
プ
ラ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。

「
Ｇ・Ｕ・Ｍ
」か
ら
オ
ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
発
想
の
新
シ
リ
ー
ズ

サンスター
　

ポ
ー
ラ
の
人
事
戦
略
部
は
こ
の
ほ
ど
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
０
」
を
受
賞
し
た
。
リ
ン
ク
ア
ン
ド
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供
す
る
従
業
員

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
に
て
「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
コ
ア
」（
企
業
と
個
人
の
相

互
理
解
・
相
思
相
愛
度
合
い
を
偏
差
値
化
し
た
も
の
）
が
大
き
く
上
昇
し
、
組
織
状

態
に
改
善
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
選
出
さ
れ
た
。

「モチベーションチーム
アワード２０２０」を受賞

ポ
ー
ラ

　

近
年
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
チ
ュ

ー
ブ
は
、
国
内
、
海
外
と
も

に
使
用
量
が
増
加
し
て
お

り
、
特
に
化
粧
品
・
ト
イ
レ

タ
リ
ー
分
野
で
著
し
く
伸
長

し
て
い
る
一
方
、
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
削
減
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
が
社
会
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
プ
ラ
ス
チ

00
（
今
回
）
に
向
上
し
た
。

　

ま
た
、
残
業
時
間
に
つ
い

て
も
２
０
１
８
年
の
14
時
間

59
分
（
月
平
均
／
１
人
当
た

り
）
か
ら
２
０
１
９
年
に
は

８
時
間
15
分
（
月
平
均
／
１

人
当
た
り
）
と
前
年
比
44
・

８
％
の
削
減
に
成
功
し
て
い

る
。

　

大
日
本
印
刷
（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
）
は
、
紙
を
使
用
し
た
環
境
配
慮
型
の
ラ
ミ
ネ

ー
ト
チ
ュ
ー
ブ「
Ｄ
Ｎ
Ｐ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
チ
ュ
ー
ブ 

紙
仕
様
」を
開
発
し
た
。

チ
ュ
ー
ブ
の
胴
体
部
分
に
紙
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

量
を
15
％
削
減
で
き
る
と
い
う
。

紙
を
使
用
し
た
ラ
ミ
ネ
ー
ト
チ
ュ
ー
ブ
を
開
発

　
　 

紙
の
風
合
い
と
保
形
性
を
生
か
し
な
が
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を
削
減

大日本印刷


